


　
条
例
改
正

▽
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
人
事
院
規
則
の
改
正
に
よ
り
、
時
間

外
手
当
の
算
定
の
見
直
し

▽
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正　
国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
分
・
後
期

高
齢
者
支
援
金
分
・
介
護
納
付
金
分
の

賦
課
限
度
額
引
き
上
げ

　
　
　
　
　
※
詳
細
は
、
保
険
課
ま
で

▽
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
暫
定
的
に
引
き
上
げ
た
出
産
育
児
一

時
金
の
支
給
額
が
恒
久
化
さ
れ
た
た
め

　
　
　
万
円
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▽
税
条
例
の
一
部
改
正

　
東
日
本
大
震
災
に
係
る
雑
損
控
除
額

等
の
特
例
・
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額

控
除
の
適
用
期
限
の
特
例
・
固
定
資
産

税
の
特
例
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
の
申
告
等
を
規
定
す
る
た
め

▽
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
町
災
害
義
援
金
配
分
委
員
会
の
設
置

▽
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
国
に
お
い
て
、
東
日
本
大
震
災
に
対

処
す
る
た
め
の
災
害
援
護
資
金
貸
付
の

特
例
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
た
め

　
　

　
条
例
制
定

▽
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
城
里
町
立

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
特
例
に
関
す

る
条
例

　
常
北
給
食
セ
ン
タ
ー
が
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
こ
と
に
伴
い
、
復
旧
す
る
ま

で
の
間
、
七
会
給
食
セ
ン
タ
ー
を
利
用

す
る
た
め

▽
東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
被
害

者
に
対
す
る
町
民
税
の
減
免
の
特
例

に
関
す
る
条
例

　
個
人
町
民
税
を
被
害
の
程
度
や
所
得

の
状
況
に
応
じ
て
減
免
を
行
う
た
め

　
平
成
　
年
度
分
の
町
民
税
に
つ
い
て
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適
用

　
条
例
廃
止

▽
老
人
保
健
特
別
会
計
の
廃
止
に
伴

う
経
過
措
置
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

　
老
人
保
健
特
別
会
計
廃
止
に
伴
い
、

出
納
整
理
期
間
が
終
了
し
た
た
め
廃
止

す
る
も
の

　
契
約
の
締
結

▽
町
道
１
号
線
（
徳
蔵
倉
見
線
）
合

併
市
町
村
幹
線
道
路
緊
急
整
備
支
援

事
業
　

　
契
約
金
額

　
　
７
０
、
０
０
０
、
0
0
0
円

　
契
約
の
相
手
方

　
　
茨
城
県
知
事

　
契
約
の
方
法

　
　
随
意
契
約
 

　
人
　
　
事

▽
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
を
推
薦

し
ま
し
た
。

　
和
　
田
　
雅
　
治
氏
（
阿
波
山
）

　
小
田
部
　
昌
　
平
氏
（
下
阿
野
沢
）

　
任
期

　
　
委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら
３
年
間

しろさと議会だより　No.27　　２

６月定例会で決まったこと

ホロル君
※大樹スダジィに住む伝説のフクロウ
　性格はやさしく、特技は、スダジィに
　実をならせること。



一般会計
①追加補正　

　１億9,980万円

　総額　100億8,683万円に

②追加補正（専決処分３月31日分）　

　△8,836万円

　総額　99億9,847万円に

３　　しろさと議会だより　No.27

６月定例会で決まったこと

平成22年度補正予算

歳出の主なもの
　人件費 １,796万円
　災害復旧設計委託 900万円
　被害認定調査委託 37０万円
　ガレキ処理委託 15０万円
　災害復旧工事 ９,680万円
　災害復旧補助金 695万円
　災害見舞金 100万円
　災害復旧繰出金 ５,030万円

特別会計
６事業特別会計

専決処分日補正後の額補正額会計名
３月31日２３億１,１５９万円△７,０７９万円保険事業

国　保
３月31日２億４,６２１万円△６９２万円診療所
３月31日５６万円△４１万円老人保健
３月31日   １億７,２６７万円△３,５０７万円後期高齢者医療
３月31日 １４億７,０９４万円△２,３０７万円保険事業

介　護
３月31日４２０万円△２９万円介護サービス
３月25日１１億  ４９３万円４,３１９万円

公共下水道事業
３月31日１０億９,６７３万円△８２０万円
３月25日１１億６,１４５万円７１１万円

農業集落排水事業
３月31日１１億５,７５１万円△３９４万円
３月31日７億５,５５７万円５６７万円収益的収入・支出水　道

歳入の主なもの
　地方交付税（特別交付税） １億8,980万円
　基金繰入金 1,000万円

歳出の主なもの
　人件費 △2,091万円
　需用費（光熱水費・消耗品費） △2,345万円
　各負担金・補助及び交付金 △1,411万円
　各使用料及び賃借料 △544万円
　各委託料 △4,212万円
　各報酬・賃金・報償 △1,099万円
　各工事請負費 △676万円
　基金積立金 １億6,769万円
　他会計へ  △7,278万円
　敬老祝い金 △631万円
　老人保護措置費 △553万円
　医療福祉費医療費現物分 △1,395万円
　自立支援費 △260万円
　予防接種業務委託 △159万円
　合併浄化槽設置補助金 △341万円
　緊急雇用対策費 △１,205万円
　町道改良移転補償物件費 △560万円
　震災復旧費 △335万円

歳入の主なもの
　町民税（個人・法人） １,380万円
　地方譲与税  １,229万円
　地方消費税交付金 １,308万円
　ゴルフ場利用税交付金  １,894万円
　国庫支出金  １,012万円
　県支出金 △２,971万円
　基金繰入金 △１億 １,070万円
　場外車券売場交付金 △１,251万円



６月定例会で決まったこと

しろさと議会だより　No.27　　４

平成23年度補正予算

　※専決処分とは、予算の執行など議会の議決が必要な案件で、緊急の場合、地方自治体の首長が議会

　　に諮らず、自ら決めることが、地方自治法で認められており、次の議会で承認を求めることが必要

　　である。

特別会計
４事業特別会計

専決処分日補正後の額補正額会計名

 １４億４,９５０万円１３８万円保険事業介　護

4月15日13億８,５５６万円２億５,０２２万円公共下水道事業

4月15日７億３,２１７万円1億３,７６０万円農業集落排水事業

4月15日

６億７,７１３万円４５６万円収益的収入・支出

水　道 ２億７,３４１万円５,３４３万円資本的収入

５億  ４６８万円５,３４３万円資本的支出

一般会計
①追加補正（４月１５日専決処分）　

　８億3,008万円　　　　　　　　　　総額　105億2,308万円に

②追加補正　

　1,964万円　　　　　　　　　　　　総額　105億4,272万円に

歳出の主なもの
　農地農業用施設災害復旧費
　（工事請負費・負担金） 725万円
　公共土木施設災害復旧費
　　委託料 １億4,228万円
　　工事請負費 ５億4,481万円
　　災害復旧補助金 4,483万円
　　災害見舞金 400万円
　　災害援護資金貸付金 2,950万円
　　他会計へ 2,805万円

歳入の主なもの
　地方特例交付金 ７４万円
　災害復旧費国庫補助金 ３億3,814万円
　基金繰入金 ３億5,200万円
　市町村振興協会交付金 1,000万円
　町債 １億2,920万円

歳出の主なもの
　過誤納還付金及び加算金 300万円
　他会計へ 138万円
　放射線量測定検査業務委託（保育所）
 110万円
　消防団退職報償金  571万円
　放射線量測定検査業務委託（学校関係）
 419万円
　機械器具購入（学校関係） 131万円

歳入の主なもの
　地方特例交付金 ９２万円
　教育寄附金 500万円
　基金繰入金 800万円
　消防団退職報償金等受入金 　 571万円
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小
圷
　
　
孝

根
本
　
正
典

鯉
渕
　
秀
雄

小
松
﨑
三
夫

三
村
由
利
子

杉
山
　
　
清

南
條
　
　
治

小
林
　
祥
宏

桐
原
　
健
一

阿
久
津
則
男

加
藤
　
文
夫

関
　
誠
一
郎

河
原
井
大
介

三
村
　
孝
信

余
水
　
紀
夫

薗
部
　
　
一

議　員　名

議　案　名

○○○

議
　
長
　
の
　
た
　
め
　
採
　
決
　
に
　
加
　
わ
　
っ
　
て
　
い
　
な
　
い

○○○○○○○○○○○○平成２２年度一般会計補正予算（第８号）

○○○○○○○○○○○○○○○公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）

○○○○○○○○○○○○○○○農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）

○○○○○○○○○○○○○○○職員の給与に関する条例の一部改正

○○○○○○○○○○○○○○○国民健康保険税条例の一部改正

○○○○○○○○○○○○○○○国民健康保険条例の一部改正

○○○○○○○○○○○○○○○東日本大震災に伴う城里町立学校給食センターの特例に関する条例

○○○○○○○○○○○○○○○平成２２年度一般会計補正予算（第９号）

○○○○○○○○○○○○○○○国民健康保険特別会計補正予算

○○○○○○○○○○○○○○○老人保健特別会計補正予算

○○○○○○○○○○○○○○○後期高齢者医療特別会計補正予算

○○○○○○○○○○○○○○○介護保険特別会計補正予算

○○○○○○○○○○○○○○○公共下水道事業特別会計補正予算（第５号）

○○○○○○○○○○○○○○○農業集落排水事業特別会計補正予算（第５号）

○○○○○○○○○○○○○○○水道事業会計補正予算

○○×○○×○○○○×○○○○平成２３年度一般会計補正予算（第１号）

○○×○○○○○○○○○○○○公共下水道事業特別会計補正予算

○○×○○○○○○○○○○○○農業集落排水事業特別会計補正予算

○○×○○○○○○○○○○○○水道事業会計補正予算

○○○○○○○○○○○○○○○税条例の一部改正

○○○○○○○○○○○○○○○東日本大震災に係る災害被害者に対する町民税の減免の特例に関する条例

○○○○○○○○○○○○○○○特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

○○○○○○○○○○○○○○○老人保健特別会計の廃止に伴う経過措置に関する条例の廃止

○○○○○○○○○○○○○○○災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正

○○○○○○○○○○○○○○○工事委託契約の締結

○○○○○○○○○○○○○○○平成２３年度一般会計補正予算（第２号）

○○○○○○○○○○○○○○○介護保険特別会計補正予算

○○○○○○○○○○○○○○○人権擁護委員の推薦

○○○○○○○○○○○○○○○議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正

○○○○○○○○○○○○○○○大幅増員と夜勤改善で安全、安心の医療・介護を求める意見書

審議した議案と各議員の賛否（第２回定例会）　第２回定例会の議案等の表決を賛成に○、反対を×、欠席を－で表示してあります。

請
願
審
査
結
果

▽
町
立
か
つ
ら
保
育
所
存
続
に
関

す
る
請
願閉

会
中
の
継
続
審
査

　
町
の
財
政
状
況
や
社
会
情
勢
を
踏

ま
え
、
更
に
慎
重
に
審
議
す
る
こ
と

が
必
要
な
た
め
　

陳
情
審
査
結
果

▽
大
幅
増
員
と
夜
勤
改
善
で
安
全
、

安
心
の
医
療
・
介
護
を
求
め
る
陳

情
書

採
　
　
択

　
看
護
師
等
の
大
幅
増
員
を
実
現
し
、

安
全
で
行
き
届
い
た
医
療
・
介
護
の

拡
充
を
図
る
た
め

　
※
意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か

　
　
関
係
大
臣
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
発
　
　
議

▽
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
提
出
者

　
　
　
小
　
林
　
祥
　
宏

　　
議
員
報
酬
月
額
を
7
月
分
～
　
月
分

12

ま
で
一
律
５
％
削
減
す
る
た
め

審議した議案と各議員の賛否



今回今回７人が質問し、人が質問し、
　　　その要約を掲載しました。　　　その要約を掲載しました。
今回７人が質問し、
　　　その要約を掲載しました。

南　條　　　治  議員 ７Ｐ

杉　山　　　清  議員 ８Ｐ

三　村　由利子  議員 ９Ｐ

関　　　誠一郎  議員 10Ｐ

三　村　孝　信  議員 11Ｐ

桐　原　健　一  議員 12Ｐ

加　藤　文　夫  議員 13Ｐ

しろさと議会だより　No.27　　６



南
　
條
　
震
災
に
つ
い
て
、

１
日
で
も
早
い
復
興
を
見
据

え
た
中
で
伺
う
。
町
の
被
害

状
況
は
。

町
　
長
　
本
庁
舎
・
桂
支
所
・

教
育
関
連
施
設
等
々
に
甚
大

な
被
害
。
順
次
改
修
工
事
等

着
工
し
て
い
き
た
い
。

総
務
課
長
　
物
的
関
係
で
一

般
住
宅
全
壊
　
棟
・
大
規
模

12

半
壊
９
棟
・
半
壊
１
２
９
棟
・

一
部
損
壊
１
，
６
１
２
棟

（
６
月
７
日
現
在
）。
道
路
　65

路
線
・
小
規
模
亀
裂
多
数
。

橋
梁
関
係
で
大
桂
大
橋
が
被

害
。

南
　
條
　
本
庁
舎
の
今
後
は
。

建
替
え
を
急
ぐ
べ
き
と
考
え

る
が
。

町
　
長
　
な
る
べ
く
早
く

や
っ
て
い
き
た
い
。
庁
舎
内

の
書
類
、
保
存
文
書
等
整
理

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
今
年
中
に
終
わ
ら
せ

た
い
。

南
　
條
　
桂
支
所
が
使
え
な

い
が
今
後
に
つ
い
て
は
。

町
　
長
　
次
年
度
取
り
壊
し
、

建
設
検
討
委
員
会
の
中
で
意

見
を
い
た
だ
き
、
建
設
を
し

て
い
き
た
い
。

南
　
條
　
圷
公
民
館
に
つ
い

て
は
。
使
用
で
き
な
い
状
態
。

地
域
の
人
が
非
常
に
困
っ
て

お
り
区
長
さ
ん
よ
り
旧
圷
小

の
体
育
館
を
借
り
た
い
旨
の

要
望
が
で
て
い
る
が
、
早
い

対
応
を
望
む
が
。

町
　
長
　
損
傷
が
ひ
ど
く
休

館
し
て
い
る
。
埋
立
地
に
建

設
し
た
と
い
う
経
緯
も
あ
り

建
築
士
に
現
況
調
査
を
お
願

い
し
て
い
る
。

教
育
長
　
既
に
修
繕
が
終
わ

り
、
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い

る
。

南
　
條
　
給
食
セ
ン
タ
ー
の

稼
働
状
況
は
。

町
　
長
　
桂
・
七
会
で
部
分

給
食
を
行
っ
て
い
る
。

南
　
條
　
常
北
中
学
校
建
設

に
つ
い
て
。
余
震
の
続
く
中

で
の
建
設
で
強
度
的
に
大
丈

夫
な
の
か
。
工
期
に
つ
い
て

も
予
定
通
り
進
ん
で
い
る
の

か
。

町
　
長
　
ハ
ザ
マ
研
究
所
の

デ
ー
タ
に
よ
る
と
圧
縮
強
度

及
び
付
着
力
が
若
干
低
下
す

る
も
の
の
建
設
基
準
強
度
を

南
　
條
　
区
・
消
防
・
そ
の

他
の
団
体
と
会
議
を
も
っ
た

の
か
。

町
　
長
　
会
議
そ
の
も
の
は

開
催
し
て
い
な
い
。
区
長
・

消
防
団
会
議
の
際
、
被
害
状

況
等
説
明
。

南
　
條
　
通
信
手
段
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

町
　
長
　
電
気
系
統
が
切
れ

通
信
手
段
の
迅
速
さ
を
欠
い

た
の
が
実
情
。
桂
消
防
団
の

方
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

総
務
課
長
　
災
害
の
情
報
収

集
・
発
信
。
今
後
見
直
し
を

行
い
防
災
計
画
の
中
に
盛
り

込
ん
で
ま
い
り
た
い
。
防
災

行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
統
一

を
図
り
計
画
的
に
進
め
て
ま

い
り
た
い
。
無
線
関
係
（
ア

マ
チ
ュ
ア
）
に
つ
い
て
も
今

後
検
討
。
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 南條 
なんじょう

　　 治 　議員
おさむ

上
回
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
特
に
問
題
は
な
い
と

い
う
報
告
を
受
け
て
い
る
。

工
期
に
つ
い
て
は
、
３
週
間

程
、
遅
れ
て
い
る
。

地
震
復
興
に
つ
い

地
震
復
興
に
つ
い
てて

３
月

日
以
降
の

３
月
　
日
以
降
の
　
　
　

1111地
域
防
災
に
つ
い

　
　
地
域
防
災
に
つ
い
てて
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 杉  山 　　
すぎ やま

 清 　議員
きよし

杉
　
山
　
圷
地

区
避
難
所
（
公

民
館
、
旧
小
学

校
）
が
被
災
し

た
。
今
後
、
圷

小
学
校
校
舎
の

一
部
改
築
耐
震

化
と
、
地
域
防

災
計
画
を
考
慮

し
、
圷
地
区
の

交
流
の
場
と
し

て
校
舎
を
再
生

し
て
は
。

町
　
長
　
圷
地

区
避
難
所
は
全

て
被
災
し
、
今

後
は
跡
地
利
用

検
討
委
員
会
で

検
討
し
て
い
く
。

杉
　
山
　
来
年

の
消
防
団
再
編

で
、
幹
部
研
修

を
増
や
し
、
女

性
団
員
と
Ｏ
Ｂ

団
員
（
緊
急
時
）

を
組
織
化
し
て

は
。

町
　
長
　
幹
部

団
員
の
研
修
は

教
養
と
資
質
向

上
を
図
る
上
で

重
要
、
女
性
消

防
、
Ｏ
Ｂ
団
員

に
つ
い
て
は
、

検
討
委
員
会
で

積
極
的
に
検
討

す
る
。

地域コミュニティと避難所対地域コミュニティと避難所対策策

原
子
力
災
害
対
策
（
Ｅ
Ｐ
Ｚ

原
子
力
災
害
対
策
（
Ｅ
Ｐ
Ｚ
））

杉
　
山
　
こ
の
件
は
、
Ｊ
Ｃ

Ｏ
事
故
以
来
再
三
質
問
し
た
。

福
島
原
発
圏
外
自
治
体
で
も
、

Ｅ
Ｐ
Ｚ
を
早
期
に
協
議
し
て

れ
ば
、
住
民
の
避
難
は
速
や

か
に
出
来
た
と
思
う
。
町
長

は
、
Ｅ
Ｐ
Ｚ
エ
リ
ア
拡
大
に

対
し
、
協
議
会
等
で
要
望
し

て
頂
け
る
か
。

町
　
長
　
福
島
県
内
の
Ｅ
Ｐ

Ｚ
外
の
自
治
体
で
も
計
画
避

難
が
行
わ
れ
、
区
内
関
係
市

町
村
か
ら
早
期
の
圏
域
拡
大

要
望
が
多
く
、
私
も
、
Ｅ
Ｐ

Ｚ
に
つ
い
て
は
会
議
等
機
会

の
折
に
発
言
し
て
い
く
。

※
原
災
法
で
「
Ｅ
Ｐ
Ｚ
」
と

は
、
原
子
力
防
災
対
策
を

重
点
的
に
充
実
す
べ
き
地

域
の
範
囲

杉
　
山
　
震
災
で
町
は
、
激

甚
被
災
地
に
指
定
。
甚
大
な

る
被
害
を
受
け
た
町
の
皆
様

に
対
し
、
町
義
援
金
、
支
援

制
度
が
あ
る
が
、
隣
接
自
治

体
を
勘
案
し
、
制
度
条
例
を

見
直
し
、
金
額
の
修
正
を
考

慮
し
て
は
。

杉
　
山
　
県
内
外
に
交
流
支

援
自
治
体
を
作
っ
て
は
、
災

害
時
の
水
確
保
は
大
事
で
、

再
々
指
摘
し
て
き
た
。
情
報

消防団再編と組織につい消防団再編と組織についてて

伝
達
に
は
防
災
無
線
の
統
一

化
と
集
配
業
務
用
バ
イ
ク
の

活
用
を
考
え
て
は
。

町
　
長
　
現
在
、
飲
料
水
、

非
常
食
を
備
蓄
し
て
い
る
が
、

県
内
外
自
治
体
と
の
関
係
づ

く
り
や
防
災
無
線
、
バ
イ
ク

の
活
用
は
地
域
防
災
計
画
見

直
し
で
検
討
す
る
。

町
　
長
　
隣
接
市
町
村
の
状

況
を
踏
ま
え
、
一
部
改
正
も

必
要
と
考
え
て
い
る
。

杉
　
山
　
町
の
次
世
代
を
見

据
え
、
町
の
再
生
に
職
員
Ｏ

Ｂ
や
一
般
か
ら
公
募
し
復
興

対
策
課
を
置
い
て
は
。

町
　
長
　
現
時
点
で
は
既
存

の
課
、
局
で
対
応
。
今
後
必

要
な
ら
設
置
を
検
討
す
る
。

杉
　
山
　
町
の
経
済
発
展
に

は
、
交
流
人
口
増
が
必
要
不

可
欠
で
イ
ン
フ
ラ
と
拠
点
整

備
検
証
を
。

町
　
長
　
人
口
の
交
流
、
受

け
入
れ
は
大
事
で
水
戸
北
Ｉ

Ｃ
、
県
道
整
備
等
も
市
町
村

圏
協
議
会
を
通
じ
促
進
に
当

た
っ
て
い
く
。

罹
災
証
明
と

罹
災
証
明
と
　
　

対
応
に
つ
い

　
対
応
に
つ
い
てて

復
興
対
策
課
設
置

復
興
対
策
課
設
置
にに

つ
い
て

つ
い
て
　
　
　
　
　

地
域
活
性
化

地
域
活
性
化
にに

つ
い
て

つ
い
て
　
　
　

支
援
、災
害
物
資
、情
報
伝

支
援
、災
害
物
資
、情
報
伝
達達
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三
　
村
　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・

ま
ず
電
気
状
況
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
。

町
　
長
　
県
内
全
域
停
電
の

為
、
中
部
電
力
か
ら
の
支
援

で
、
３
月
　
日
七
会
方
面
、

１３

３
月
　
日
夕
刻
に
石
塚
方
面
、

１４

最
後
に
上
入
野
方
面
が
順
次

通
電
と
な
っ
た
。

三
　
村
　
水
道
の
復
旧
状
況

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

町
　
長
　
町
内
全
浄
水
場
が

断
水
し
漏
水
確
認
と
応
急
処

置
後
、
通
常
給
水
は
３
月
　２６

日
か
ら
で
あ
っ
た
。

三
　
村
　
下
水
道
の
被
害
状

況
は
。

町
　
長
　
局
部
液
状
化
現
象

で
管
路
　
カ
所
の
被
害
が

４４

あ
っ
た
。

三
　
村
　
住
民
に
対
す
る
情

報
伝
達
に
問
題
は
な
か
っ
た

か
。

町
　
長
　
停
電
に
よ
り
電
話

が
不
通
と
な
り
通
信
手
段
が

絶
た
れ
た
。
情
報
不
足
か
ら

詳
細
に
伝
達
で
き
な
か
っ
た
。

今
後
は
初
動
体
制
の
見
直
し

を
し
、
体
制
の
確
立
強
化
し

て
い
き
た
い
。

三
　
村
　
避
難
所
の
開
設
と

管
理
運
営
に
問
題
は
な
か
っ

た
か
。

町
　
長
　
小
松
小
・
石
塚
小
・

常
北
保
健
セ
ン
タ
ー
に
設
置
。

三
　
村
　
避
難
所
に
当
初
ト

イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
な
か
っ

た
が
。

町
　
長
　
迷
惑
を
か
け
た
が
、

自
衛
隊
・
リ
ー
ス
会
社
を
当

た
り
対
応
し
た
。

三
　
村
　
避
難
者
を
ど
う
把

握
し
た
か
。
避
難
対
象
外
の

人
も
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
の
で
は
。

町
　
長
　
避
難
者
本
人
に
住

所
氏
名
を
記
入
し
て
も
ら
い
、

避
難
し
て
き
た
理
由
の
問
い

合
わ
せ
は
し
て
な
か
っ
た
。

三
　
村
　
被
災
条
件
は
同
じ

で
地
域
で
我
慢
し
て
い
る
住

民
と
避
難
所
に
お
け
る
水
や

食
料
等
の
支
給
に
格
差
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

町
　
長
　
対
応
に
認
識
の
違

い
が
あ
っ
た
。
民
生
委
員
、

三
　
村
　
教
育
施
設
内
で
の

放
射
線
の
管
理
は
ど
う
行
っ

て
い
る
の
か
。

町
　
長
　
役
場
で
週
２
回
定

時
測
量
し
て
い
る
。

三
　
村
　
プ
ー
ル
の
水
は
検

査
し
て
い
る
の
か
。

町
　
長
　
水
を
検
査
し
現
時

点
で
は
、
放
射
線
物
質
は
不

検
出
だ
っ
た
。

三
　
村
　
校
庭
の
土
壌
の
検

査
は
。

町
　
長
　
補
正
予
算
後
す
す

め
た
い
。

三
　
村
　
他
の
予
算
を
縮
小

し
て
で
も
各
学
校
に
測
定
器

を
配
布
で
き
な
い
か
。

町
　
長
　
予
算
で
各
学
校
に

１
台
ず
つ
設
置
し
よ
う
と

思
っ
て
い
る
。

三
　
村
　
屋
根
の
修
理
で
こ

れ
か
ら
出
る
瓦
の
処
分
は
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

町
　
長
　
町
の
財
政
が
き
び

し
い
の
で
、
今
後
は
個
人
負

担
で
お
願
い
し
た
い
。

区
長
さ
ん
と
話
を
し
て
い
き

た
い
。

震
災
対
策
に
つ
い
て
の
検

震
災
対
策
に
つ
い
て
の
検
証証

放
射
線
対
策
に
つ
い

放
射
線
対
策
に
つ
い
てて
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せき せいいちろう

　
関
　
　

台
座
、
ボ

ル
ト
の
破

損
、
橋
脚

の
ク
ラ
ッ

ク
等
、
甚

大
な
被
害

で
あ
る
が
、

補
修
費
の

負
担
は
。

町
　
長
　
国
の
補
助
３
分
の

2
、
残
り
は
災
害
復
旧
事
業

債
を
１
０
０
％
充
当
す
る
。

　
関
　
　
工
事
の
時
期
は
。

町
　
長
　
　
月
以
降
で
あ
る
。

１１

大桂大橋大桂大橋のの　　　
被害状況につい被害状況についてて

大桂大橋（桂地区）

桂
保
育
所
に
つ
い

桂
保
育
所
に
つ
い
てて

桂保育所（現在）

　
関
　
　
被
害
状
況
は
、
再

会
の
考
え
は
。

町
　
長
　
施
設
全
体
で
崩
壊

し
危
険
で
あ
り
、
休
園
し
て

い
る
。
今
後
民
間
保
育
を
推

進
し
て
行
く
。

　
関
　
　
１
０

０
％
近
く
町
の

業
者
で
施
行
で

き
な
い
か
。

町
　
長
　
特
殊

な
工
法
、
設
備

以
外
は
原
則
町

内
業
者
へ
発
注

を
考
え
て
い
る
。

橋脚部分

震災復旧工事につい震災復旧工事についてて

　
関
　
　
県
に
於
い
て
月
２

回
測
定
し
て
い
る
が
速
や
か

に
公
表
で
き
な
い
か
。

町
　
長
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

掲
載
し
て
い
る
。

　
関
　
　
土
壌
の
検
査
を
し
、

公
表
す
べ
き
で
は
。

町
　
長
　
今
後
は
学
校
施
設

の
土
壌
検
査
を
予
定
し
て
い

る
。
農
地
に
つ
い
て
は
町
は
、

該
当
し
て
い
な
い
。

　
関
　
　
町
で
は
、　

区
の

５４

中
で
　
区
が
組
織
さ
れ
て
い

１２

る
が
、
こ
の
震
災
で
対
応
で

き
た
の
か
。

町
　
長
　
地
域
住
民
が
連
携

し
て
協
働
を
基
本
と
し
た
組

織
で
あ
る
た
め
、
指
導
す
る

時
期
が
あ
れ
ば
指
導
し
て
行

く
。

　
関
　
　
早
急
に
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
は
。

町
　
長
　
本
年
度
解
体
の
設

計
、
来
年
度
解
体
予
定
で
あ

る
為
早
く
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
る
。

　
関
　
　
今
回
の
震
災
に
於

い
て
も
開
業
し
て
い
る
が
、

庁
舎
建
設
の
先
が
見
え
な
い

中
で
の
建
設
は
次
期
尚
早
で

は
な
い
か
。

町
　
長
　
　
％
負
担
の
過
疎

３０

債
を
使
い
、
又
県
補
助
　
％
１５

が
あ
る
為
こ
の
時
期
に
建
設

し
た
い
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
にに

つ
い
て

つ
い
て
　
　
　
　

自
主
防
災
組
織

自
主
防
災
組
織
にに

つ
い
て

つ
い
て
　
　
　
　

本
庁
舎
に
つ
い

本
庁
舎
に
つ
い
てて

七
会
診
療
所
建
設

七
会
診
療
所
建
設
にに

つ
い
て

つ
い
て
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 孝  信 　議員
たか のぶ

三
　
村
　
余
震

が
続
く
中
、
本

庁
舎
、
桂
支
所

庁
舎
と
も
倒
壊

の
危
険
が
あ
る
。

専
決
処
分
で
解

体
の
設
計
を
し

て
い
る
の
だ
か

ら
、
来
年
度
実

施
と
言
わ
ず
、

す
ぐ
に
で
も
解

体
に
着
手
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
　
長
　
専
決
を
し
た
整
合

性
か
ら
も
、
で
き
れ
ば
早
い

時
期
に
庁
舎
の
取
り
壊
し
を

や
っ
て
い
き
た
い
。

三
　
村
　
七
会
診
療
所
建
て

替
え
に
つ
い
て
は
、
過
疎
地

域
指
定
に
よ
り
、
過
疎
債
や

県
の
補
助
金
で
、
予
算
額
の

　
％
が
手
当
で
き
る
。
こ
の

８５有
利
な
時
期
に
建
て
替
え
た

い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
計
画

の
進
捗
状
況
を
知
り
た
い
。

町
　
長
　
七
会
診
療
所
は
私

が
子
供
の
頃
か
ら
あ
り
、
地

区
に
と
っ
て
大
切
な
施
設
だ
。

建
設
検
討
委
員
会
に
諮
問
し

て
い
る
が
、
結
論
は
ま
だ
だ
。

何
と
か
有
利
な
時
期
に
建
て

替
え
た
い
の
で
、
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

三
　
村
　
全
県
出
荷
停
止
と

な
っ
て
い
る
お
茶
に
つ
い
て
、

被
害
状
況
と
今
後
の
対
策
は
。

産
業
振
興
課
長
　
古
内
地
区

が
　
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
七
会
地

１７
区
に
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
茶
畑

が
あ
り
、
被
害
総
額
は
４
，

５
０
０
万
円
程
度
に
な
る
。

町
　
長
　
生
産
組
合
や
Ｊ
Ａ

と
話
し
合
い
早
期
の
損
害
賠

償
を
求
め
て
い
く
。

防
災
行
政
無
線
に
つ
い

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
てて

三
　
村
　
七
会
地
区
は
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
Ｉ
Ｐ

フ
ォ
ン
、
桂
地
区
は
、
戸
別

受
信
機
の
全
戸
へ
の
無
償
貸

与
、
常
北
地
区
は
、
難
聴
対

策
と
し
て
申
請
す
れ
ば
１
台

当
た
り
４
万
円
で
、
半
額
は

個
人
負
担
と
な
る
。
常
北
地

区
だ
け
負
担
金
が
発
生
し
て

い
る
が
見
直
す
時
期
で
は
な

い
か
。
独
居
老
人
や
身
障
者
、

難
聴
者
に
は
全
額
補
助
を
検

討
し
て
も
ら
い
た
い
。

町
　
長
　
防
災
行
政
無
線
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
今
後
取
り
組

ん
で
い
く
中
で
統
一
し
た
い
。

そ
の
間
、
５
～
６
年
か
か
る

の
で
、
常
北
地
区
の
難
聴
者

等
に
つ
い
て
は
、
指
摘
さ
れ

た
点
を
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

本庁舎、桂支所につい本庁舎、桂支所についてて

望楼の撤去作業（550ｔのクレーンを使用）

七
会
診
療
所
に
つ
い

七
会
診
療
所
に
つ
い
てて

農
産
物
に
つ
い

農
産
物
に
つ
い
てて
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 桐原 　 健一 　議員
きりはら けんいち

桐
　
原
　
政
府

は
、
学
校
の
耐

震
化
を
２
０
１

５
年
度
ま
で
に

完
了
す
る
方
針

を
発
表
し
た
。

本
町
の
小
・
中

学
校
の
耐
震
化

に
つ
い
て
伺
う
。

町
　
長
　
教
育

施
設
で
あ
る
の

で
、
優
先
し
て

耐
震
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
。

桐
　
原
　
避
難

場
所
と
し
て
の
、

機
能
強
化
す
る

た
め
に
、
備
蓄

倉
庫
や
自
家
発

電
装
置
な
ど
の

整
備
が
必
要
で

は
な
い
か
。

町
　
長
　
七
会

公
民
館
の
ほ
う

に
、
水
が
ボ
ト

ル
で
３
，
０
０

０
本
、
乾
パ
ン
を
５
０
０
食
、

食
料
品
が
５
０
０
食
を
備
蓄

し
て
あ
る
。
自
家
発
電
に
つ

い
て
は
、
検
討
し
て
い
く
。

学校耐震化につい学校耐震化についてて

避難場所につい避難場所についてて

修
繕
費
助
成
に
つ
い

修
繕
費
助
成
に
つ
い
てて

桐
　
原
　
半
壊
に
至
ら
な
い

屋
根
瓦
、
塀
、
物
置
な
ど
の

住
宅
の
損
傷
に
町
独
自
の
修

繕
費
助
成
制
度
が
で
き
な
い

か
。

町
　
長
　
役
場
本
庁
舎
を
始

桐
　
原
　
常
北

幼
稚
園
を
民
間

に
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し

て
は
ど
う
か
。

町
　
長
　
将
来

的
に
は
、
そ
う

い
う
こ
と
も
考

え
て
や
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
期
が

く
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。

め
と
す
る
多
く
の
施
設
が
被

災
し
て
お
り
、
復
旧
に
多
大

な
費
用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

助
成
制
度
と
い
う
も
の
は
今

は
考
え
て
い
な
い
。

震
災
に
伴
う
塀
、

震
災
に
伴
う
塀
、
　
　
　

屋
根
瓦
の
処
理
に
つ
い

屋
根
瓦
の
処
理
に
つ
い
てて

常北幼稚園につい常北幼稚園についてて

桐
　
原
　
２
週
間
か
３
週
間

と
か
決
め
て
、
も
う
一
度
受

け
入
れ
態
勢
を
お
願
い
で
き

な
い
か
。

町
　
長
　
４
月
　
日
を
も
っ

３０

て
受
け
入
れ
を
終
了
し
た
。

今
後
、
屋
根
瓦
の
処
分
等
に

つ
い
て
は
、
修
理
業
者
に
処

分
を
お
願
い
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

ガレキの集積所となった舟渡団地跡地
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 加  藤 　 文  夫 　議員
か とう ふみ お

加
　
藤
　
自
主
防
災
組
織
が

あ
る
が
、
町
全
体
に
防
災
体

制
の
確
立
は
で
き
な
い
か
。

町
　
長
　
平
成
７
年
に
発
生

し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
を

き
っ
か
け
に
、
国
や
公
共
団

体
に
す
べ
て
を
任
せ
る
防
災

か
ら
、
役
割
分
担
型
へ
の
防

災
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
中

で
、
全
町
全
区
に
組
織
が
設

置
さ
れ
、
所
期
が
達
成
さ
れ

る
よ
う
、
引
き
続
き
啓
蒙
活

動
と
い
う
も
の
を
し
て
ま
い

り
た
い
。

加
　
藤
　
防
災
ヘ
リ
ポ
ー
ト

及
び
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
ポ
ー
ト

の
数
は
何
カ
所
あ
る
の
か
。

町
　
長
　
茨
城
県
の
防
災
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
が
離
着
陸
す
る

た
め
の
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
、

現
在
石
塚
小
学
校
・
桂
中
学

校
・
桂
運
動
公
園
・
七
会
中

学
校
の
４
カ
所
が
指
定
さ
れ

て
い
る
。
緊
急
医
療
用
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
（
通
称
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
）
に
つ
い
て
は
、
ラ
ン

デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、
水
戸

市
の
消
防
本
部
が
現
地
調
査

を
行
い
、
町
内
　
カ
所
を
指

４４

定
し
て
い
る
。

加
　
藤
　
火
災
警
報
器
義
務

化
に
よ
り
町
で
配
布
し
た
警

報
器
の
取
付
率
及
び
指
導
方

法
に
つ
い
て
。

町
　
長
　
去
年
6
月
か
ら
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

の
義
務
化
が
さ
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
町
内
全
世
帯
に
火

災
警
報
器
を
配
布
し
た
も
の

で
あ
る
。
条
例
で
は
、
罰
則

規
定
は
な
い
が
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
、

ひ
と
り
暮
ら
し
、
老
人
世
帯

等
へ
設
置
を
、
ま
た
消
防
団

等
の
協
力
を
得
て
、
設
置
指

導
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

加
　
藤
　
事
務
引
き
継
ぎ
が

災
害
等
に
よ
り
、
ミ
ス
が
多

い
の
で
は
。

町
　
長
　
単
純
な
う
っ
か
り

ミ
ス
な
の
で
、
今
後
発
生
し

な
い
よ
う
職
員
を
指
導
し
て

い
き
た
い
。

加
　
藤
　
昭
和
　
年
こ
ろ
着

５４

工
し
た
バ
イ
パ
ス
の
完
成
は
。

町
　
長
　
県
道
阿
波
山
徳
蔵

孫
根
バ
イ
パ
ス
は
大
字
錫
高

野
と
大
字
高
根
を
結
ぶ
道
路

で
あ
る
が
、
県
か
ら
は
完
成

ま
で
に
は
、
も
う
し
ば
ら
く

年
月
が
か
か
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

都
市
建
設
課
長
　
錫
高
野
側

の
約
６
０
０
ｍ
区
間
が
合
併

市
町
村
幹
線
道
路
緊
急
支
援

事
業
の
三
ツ
塙
線
と
し
て
整

備
し
、
こ
の
夏
に
は
、
県
道

の
錫
高
野
線
に
接
続
す
る
。

残
り
の
約
１
，
９
０
０
ｍ
は
、

で
き
る
だ
け
早
く
と
、
県
に

対
し
て
働
き
か
け
て
い
き
た

い
。

地
域
の
防
災
に
つ
い

地
域
の
防
災
に
つ
い
てて

広
域
農
道
に
つ
い

広
域
農
道
に
つ
い
てて

職
員
異
動
に
つ
い

職
員
異
動
に
つ
い
てて

工事状況（錫高野地内）

配布になった火災警報器

高根地区自主防災会防災マップ
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編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
編
集
後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後
記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記

　
東
日
本
大
震
災
で
、
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
ま
し
た
方
々
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
す
る
と
共
に
、
被
災

さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
去
る
３
月
　
日
を
境
に『
絶
対
』

１１

の
神
話
が
一
瞬
に
し
て
崩
れ
、

『
想
定
外
』の
言
葉
が
飛
び
交
い
ま

し
た
、
国
は
、
真
実
を
語
ら
ず
、

不
安
の
ど
ん
底
に
落
と
し
入
れ
今

も
迷
走
を
続
け
て
い
る
の
で
す
。

国
民
は
、
目
に
見
え
な
い
不
安
と

戦
い
な
が
ら
…
…

　
こ
う
い
う
時
こ
そ
地
方
議
会
は

頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

広
報
委
員
一
同
、
一
丸
と
な
っ
て

今
後
も
皆
様
に
親
し
ま
れ
分
か
り

易
い
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
努
力

し
て
参
り
ま
す
。

　
震
災
の
復
旧
・
復
興
そ
し
て
創

生
に
向
け
て
。

　
ま
た
、
一
日
も
早
い
福
島
原
発

事
故
の
収
束
を
願
う
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
南
條
　
　
治
　
記

議
会
広
報
委
員
会

　
委
　員
　長
　
小
　
林
　
祥
　
宏

　
副
委
員
長
　
河
原
井
　
大
　
介

　
委
　
　
員
　
杉
　
山
　
　
　
清

　
　
　
　
　
　
南
　
條
　
　
　
治

　
　
　
　
　
　
加
　
藤
　
文
　
夫

　
　
　
　
　
　
余
　
水
　
紀
　
夫

　
　
　
　
　
　
薗
　
部
　
　
　
一


